
モノをいろいろな切り口から見る

○背景
三次元コンピュータグラフィックスは映画

やゲームなどの各種エンターテインメントメ
ディアや工業的な分野で広く活用されている。
また、博物館や展示会などにおいて実物を展
示できない場合の代替手段としても使われて
いる。このような目的においては、再現度の
向上だけではなく、展示物の様々な属性を同
時に表示し、閲覧者がより深く展示物を理解
できるような工夫が必要とされている。

○形状プラス表面属性の可視化表現
三次元形状モデルをCG化する際に、モデル

の表面を構成するポリゴンに割り付けられた
様々な属性を同時にCGとして可視化するソフ
トウェアを開発した。可視化できるのは物体
表面の彩色などのもともと視覚的である情報
だけではなく、表面の荒さやパーツ分けの状
態など、単なる実態の再現では扱えない情報
も含む。可視化時の視点などはユーザがイン
タラクティブに変更することができるほか、
それほど性能の高くないPCでも巨大なデータ
を取り扱えるよう設計されている。

○本ソフトウェアは既に小惑星探査機「はや
ぶさ」が取得した小惑星「イトカワ」の観
測データの可視化に活用され、研究者によ
る科学的な解析のためのソフトウェア環境
として使用されている。また、解析結果の
一般向けへの解説展示の手段としても用い
られている。

○博物館や展示会での応用
観覧者がインタラクティブに表示を操作し

ながら、楽しむことのできる展示コンテン
ツのコアとして活用できる。例えば壊れや
すい土器や、実物が微細な化石などの貴重
な資料を広く展示する場合などに有効な展
示形態となり得る。

CGを用いて照明の状態に囚われない映像
や目に見えない情報を「表示」するために
開発されたソフトウェアです。モノをいろ
いろな視点から見ることが出来るので、見
る人の理解を深め、興味を満足させること
が出来ます。もちろん、対象は選びません。
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